
蔚
馴
二
4
紅
匹
脅
晶
プ
訂
人
㎜
E
逓
艇
餐
禦
【
万
韮
零
勤
概
翻
穿
飼
負
巨
王
一
二
聾
幽

昭
繍
三
十
三
年
十
湾
一
日
獲
行
（
毎
刈
一
回
硬
行
）

第三十九巻　　第十珊
　　　　　　第四百五十六號

　　　昭和三十三年十月一日嚢行

彙

報

ズ墨
】　ま
ノ　　兼
の　　忙
裡

　　に莞

Y　す
　　る
　　倫
　　理
　　學
　　的
　　考
　　二

二　篠

水

　　田
純

　　　　清

京都．大學文學部内

　京都哲學、會

i工

：，．f／v

　
奮

ww．st一＝＝nt

近
代
美
術
に

お

け

る

ア

ト

ム

化

佐マ
ツ

野ク
ス

利・
ピ

勝力
1

繹・ト



京
都
哲
學
會
規
約

｝
、
本
倉
は
廣
義
に
お
け
る
暫
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圏
る

こ
と
を
臼
的
と
す
る

　
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

8
　
毎
月
　
圃
會
誌
「
哲
學
研
究
嵐
を
螢
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
愈
を
開
く

国
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
塞
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
賢
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
雌
安
員
禽
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
押
す
る

一
、
ホ
會
に
賛
助
員
若
千
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
愈
員
の
申
か

ら
委
員
禽
が
推
薦
す
る

一
、
本
倉
は
愈
員
組
織
と
し
曾
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
・
圃
書
館
・
其
他
の
團
叢
は
團
難
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
愈
費
と
し
て
年
一
、
ニ
ニ
○
圓
（
愈
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
蘭
納
す
る

但
し
　
二
画
又
は
三
園
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
曾
員
は
禽
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
釜
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

本武松蓮野西長田武高言三重酒器丘上井石池子

吉薩鯛谷尾㌔礪澤虚奇柵　誹

……雅
P…芳∴二∴簗

湾雄海康夫治人郎範郎郎三郎修一尚夫勉仁祐郎



P

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會

臼
　
時
　
　
十
一
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時
孚

愈
塀
　
京
都
大
學
文
學
部
第
一
教
室

自
　
然

と

の
　
合
　
致

…
ス
ト
ア
の
麿
然
と
自
歯
1

－
大
阪
市
立
大
學
教
授

鹿
野
治
助

簸
二
親
念
に
つ
い
て
…

…
…
…
…
；
龍
谷
大
學
教
授

棚
瀬
嚢
爾

☆
右
絡
了
後
樂
友
愛
館
に
て
懇
談
晩
餐
會
を
鮒
き
ま
す
。
多
数
御
参
曾
下
さ
い
。
　
（
魯
費
約
五
〇
〇
麟
）

☆
所
動
機
業
憂
両
断
張
許
可
依
頼
状
郷
入
用
の
方
は
京
大
文
畢
部
賊
難
研
究
室
ま
で
御
串
綴
γ
さ
い
。
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（
一
〇
U
刈
り
　
ワ
州
O
≦
　
く
O
『
長
い
　
護
9
0
護
出
酬
9
昌
●
）

朝
永
先
生
の
思
ひ
出
（
玉
川
大
圏
内
朝
永
先
生
の
思
い
出
編
纂
會
）

2
お
。
朗
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”
写
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。
≦
写
2
一
捗
ζ
簿
巷
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＜
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”
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彙
　
　
　
報

前號目次

人
間
存
在
と
超
越
：
：
：
：
：
：
：
：
：
鴛
…
　
宅

シ
言
言
撃
田
心
想
の
三
ル
・
で

．
却
蝋
の
の
籍
（
上
）
…
…
・
船
・

　
　
　
　
　
一
禮
系
に
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け
る
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の
地
位

ブ
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ド
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エ
ル
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ス
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・
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哲
學
に
お
け
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末
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ラ
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命
嗣

出
鳴

｝
、
本
會
は
愈
員
組
織
と
し
三
脚
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
愈
希
墾
の
方
は
京
都
市
左
京
薩
吉
照
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
圏
谷
（
振
替
口
塵
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
三
三
）
宛
に
規
定
の
愈
費
（
年
一
、
一
　
二
〇
圓
又
は
傘
年

六
　
○
圓
）
を
お
椀
…
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
粛
学
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
襲

蟹
に
即
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
鷹
代
窟
町
二
　
創
文
職

　
（
振
替
口
座
東
墓
九
二
四
七
二
番
創
文
瞭
）
宛
に
願
ひ
ま
す

一
、
會
費
切
れ
の
場
合
は
封
簡
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
薩
ち
に
御
国
込
下
さ
い
、
　
（
一
年
分
又
は
牟
年
分
）

曾
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
醗
（
又
は
六
字
）
の
送
附
濟

を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
愛
災
其
他
の
事
情
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
又
は
傘
年
）
毎
に
精
算
し
ま
す

一
、
禽
員
の
旧
居
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
奈

都
哲
三
三
宛
に
御
通
知
下
さ
い

　
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
賂
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

京京都
都都

大m哲
學左

麗楽
部吉
内N會

昭
和
三
十
三
年
九
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
三
十
三
年
十
月
　
一
　
日
螢
行

編
集
人

密
行
人

易
行
竜

脳
鰯
入

印
刷
噺

株
式

會
枇

註
　
文
　
規
　
定

東堀堀東久酒饗京京

編内謙保袋・都
1印文孟井井三哲
　　　ほ鮫　　　臨理　　　文

騨治撫　岬乙　　町　　　部
　　　　　　内愈六所郎二努修

創
　
　
文
　
　
杜

東
京
都
千
代
田
斑
二
宮
町
二

振
替
口
座
　
東
京
　
九
二
四
七
二
番

難
籍
　
丸
ノ
内
（
2
3
）
四
〇
〇
八
番

一
、
會
員
以
外
の
購
譲
薪
の
御
註
文
及
び
慶
事
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
序
文
祓
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
便
…

二
〇
圓
、
送
料
・
八
園
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



欄
垂
一
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諮
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（
毎
刃
一
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爽
行
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